ごみゼロふくおか自主行動計画の策定の仕方について
◆自主行動計画を策定するために

　①自分たちが排出しているごみの量や、リサイクルの現状について共通認識をもちましょう。

　②３Rを推進する上で、課題となっていることを探し、対策を考えましょう。

　　3Rとは

　　リデュース：ごみの発生を減らすこと　　

　　リユース　：繰り返し使うこと
　　リサイクル：原材料として再生して利用すること

　③出来るだけ多くの人の参加のもと、対策に取り組みましょう。

◆自主行動計画を考えましょう。

１　4つの柱から考えてみましょう。
　①学ぶ・考える　　②自ら始める　　③継続する・工夫する　　④伝え合う・協働する
	自主行動の内容　（例）
	4つの柱

	マイカップ、マイボトルの持参をする。
	②③④

	社内のゴミの量とその処理方法について検討する
	①　④

	自社製品の3R状況について学習会を開催する
	①

	3Rに関する講演会等に参加する。
	①

	社内のゴミの分別を徹底する。
	②③

	社内のゴミの計量を行う。
	②③

	マイバック持参運動を行う。
	②③④

	販売の際の包装の簡素化をすすめる。
	②③④

	グリーンマークやエコマークの対象商品を優先的に購入する。

購入比率を上げる。
	②③

	店頭にペットボトル・缶・ビンの回収ボックスを置く。
	②③

	環境報告書を作成する。
	①②③④


　　事業所の実情に合わせて、できることから考えましょう。

　　「社員のマイカップ持参率を○月までに△％にする」だけでも素晴らしい自主行動計画です。

2　内容が決まったら、「いつ」「どのくらいの人が参加して」「どこで」行うのかを決めましょう。
　　具体的な目標値があると、取り組む意欲も向上します。

３　関係者に自主行動計画を知らせましょう。

４　自主行動計画を、事務局に送ってください。
　　（締め切り10月16日）
　　事務局では、自主行動計画を策定した団体とその内容を、さまざまな機会に広報します。

◆達成状況をチェックしましょう。
　どれくらい目標値を達成できたかをチェックすることによって、自主行動の内容をふりかえり、次の取組みへ活かすことが出来ます。

（問い合わせ先）　特定非営利活動法人エコ・テクル　　担当：森田、久野　  
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